孤高。 それ は、 昔から 下手な お世辞の 言葉と して 使 

い 古され、 そのお 世辞 を 奉られて いる 人に お 目に か 

かってみ ると、 ただい やな 人間で、 誰でも その 人に つ 

き 合う の は ご免、 そのような 質の 人が 多い ようで ある _ 

そうして、 その 所謂 「孤高」 の 人 は、 やたらと 口 を ゆ 

がめ て 「群」 をのの しる。 なぜ、 どうして ののしる の 

かわけ がわから ぬ。 ただ 「群」 をのの しり、 己れ の 

いわゆる 

所謂 「孤高」 を 誇る のが、 外国に も、 日本に も 昔 はみ 

な 偉い人た ちが 「孤高」 であった という 伝説に 便乗し 

て、 以て 吾が 身の 侘びし さ を ごまかし ている 様子の よ 

うに も 思われる。 



も、 それ も噓 で、 私 は 私な りに 「徒党」 の 苦し さが 予 

感 せられ、 むしろ 「孤 低」 を 選んだ ほうが、 それ だつ 

て 決して 結構な もので はない が、 むしろ その ほうに 住 

ん でいた ほうが、 気楽 だと 思われる から、 敢えて 親友 

交歓 を 行わない だけの ことなの である。 

それで また 「徒党」 について 少し 言って みたい が、 

私に とって (ほかの 人 は、 どう だか 知らない) 最も 苦 

痛な の は、 「徒党」 の 一 味の 馬鹿らし いもの を 馬鹿らし 

いと も 言えず、 かえつ て 賞讃を 送らなければ ならぬ 義 

務の 負担で ある。 「徒党」 という もの は、 はたから 見る 
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